
生駒市地域生活支援拠点について 自立支援協議会における活動の経緯

～Ｈ27年度

生駒市障害者自立支援協議会担当者会において課題提起

『障がい者とその家族の高齢化によって今後の生活をどう支えるか』

↓

各委託相談支援センターでの現状の共有

○知的障がい者

親亡き後を不安視するケースが増大。グループホームの資源の少なさや家族の病気、入院等

緊急ケースも増えている。

○身体障がい者

身体障がい者の方は在宅か入所という選択肢しかないのが現状。ヘルパー利用者や生活環境

の工夫でいける方もいれば、入所を考えないといけない方もおり、家族がぎりぎりまで地域で支

えている。

○精神障がい者

今はまだご家族が健在で生活が送れている方も多いが、では家族がいなくなったらどうなるだろ

うと考えると不安があるまたは見通しが持てないご家庭が多い。



H２８年度（7月～） 生駒市自立支援協議会くらし部会発足

○くらし部会の目的
１．今後の親亡き後、高齢化などの生活不安に対し、対策や地域資源の
掘り下げを検討する。

２．地域生活支援拠点事業の整備について準備を進めていく。

○参加団体
委託生活支援センター（あけび・コスモールいこま・かざぐるま）
市内障害福祉サービス提供事業所
（青葉仁会・ぷろぼの生駒事業所・はなな・デイケアセンターかざぐるま）
発達障害支援センターでぃあー
特別支援学校（奈良西養護学校・奈良養護学校）
事務局（障がい福祉課）



会名称 議論内容

H28.7.1 第1回くらし部会 活動テーマについて、部会方針の確認

H28.9.2 第2回くらし部会 「地域生活支援拠点整備」制度説明、くらしに必要な支援の意見収集

H28.11.11 第3回くらし部会 「地域生活支援拠点整備モデル事例」、くらしに必要な支援の意見収集

H29.1.13 第4回くらし部会 生駒市くらしの支援について不足しているもの、施策等の意見収集

H29.3.2 第5回くらし部会 課題整理表作成、具体的な解決策の検討 ※別紙「地域課題整理表」「課題の整理表」

H29.4.20 第1回くらし部会 具体的な解決策の検討(続き)

H29.5.22 第2回くらし部会 地域生活支援拠点整備の５つの課題に整理し、具体的な支援方法の検討
※「生駒市地域生活支援拠点事業 資源開発検討表」

H29.6.19 第3回くらし部会 生駒市地域生活支援拠点整備(面的整備)のイメージ像の検討 地域拠点ラベンダーの概要説明
※「ラベンダー事業概要」「生駒市地域生活支援拠点イメージ」

H29.6.30 先進地視察 くらし部会の生活支援センター職員（あけび、コスモールいこま、かざぐるま）大分市へ地域生
活支援拠点事業先進地視察

H29.7.24 第4回くらし部会 大分視察報告、緊急対応についての具体案
※「緊急時の受け入れ機能の定義と流れ」

H29.8.17 研修会 奈良県障害福祉課より制度説明
大分市社会福祉法人シンフォニー村上氏講演

H29.8.28 第5回くらし部会 研修会をうけて、生駒市における地域生活支援拠点事業のイメージ化

H29.9.11 第6回くらし部会 地域生活支援拠点「ラベンダー」における緊急受け入れ対応について
ワーキング活動の発足検討



生駒市地域生活支援拠点等の整備イメージ図 （多機能拠点型および面的整備型の併用型）

GH事業所： ラベンダー

委託支援センター： あけび、あすなろ、
かざぐるま、
コスモールいこま

※時間延長等での相談受付
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日中の相談窓口

GH事業所：ラベンダー

委託支援センター：あけび、あすなろ、かざぐるま、
コスモールいこま
※時間延長での相談受付

GH事業所： ラベンダー（知的対象？）

※精神、発達、身体、専門的な受け入れ先
は必要か？

既存のGH、福祉ホームの空き部屋の活用

緊急時の対応

緊急時の受け入れ
GH事業所：ラベンダー

委託支援センター：あけび、あすなろ、かざぐるま、
コスモールいこま
※時間延長での相談受付

子供食堂（成人版）
jobコン（就労者サロン）

あいサポーター協力団体（店舗）登録制度
民生委員・自治会・学校等との連携

地域の体制づくり

居場所づくり

マンション等の一室利用： cocua
既存GHでの部屋確保
空家活用型GHでの体験
新規GH建設時の部屋確保

体験の機会・場の提供

一人暮らし体験（自立生活促進）事業
自閉症スペクトラム、強度行動障害
医療、リハビリ、資格取得（おむつフィッター）等

ボランティア体験事業
福祉の仕事イメージアップ事業

専門性

スーパーバイズ派遣事業

福祉人材確保

地域との連携



生駒市の地域生活支援拠点に求められるもの

『生駒市という地域で障がいのある方とそのご家族が安心して暮らせ
るシステムを構築する』

・入所施設や、精神科入院病棟等の資源がない生駒市に必要な整備
資源として、緊急時の対応・相談の体制充実とこれからの生活を考え
ていくための生活体験の場の整備が急務と考える。



H29年度下半期より新たな拠点資源

・生駒市新旭ケ丘に「グループホー
ム ラベンダー」を新規開設。
・1階がグループホーム、２階にグ

ループホーム事務所、短期入所居
室、家族や緊急対応用の居室を併
設。

・「ラベンダー」を地域生活支援拠
点緊急時受け入れ先（2階1居室）

やひとり暮らしの障がい者の夜間
の困りごとについての相談先として
委託を検討中。


